
令和６年４月改定

令和６年度 釧路市立鳥取西中学校 部活動基本方針

１，部活動の位置付け

生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動は、生涯にわたってスポーツや文化芸術、科

学等に親しみ、社会の中でよりよく、心豊かに生きるための資質・能力が育まれるよう学校教育の一

環として実施するものです。したがって部活動は、体力の向上や技術の向上を目指すことのみに偏る

ことなく、適切な指導や支援によって、生徒同士や教師と生徒との好ましい人間関係の構築を図った

り、生徒自身が活動を通して自己肯定感を高めたりすることを目的として行うものです。

また、教員が、健康でいきいきとやりがいをもって勤務しながら、学校教育の質を高められる環境を

構築するため、教員の部活動指導における負担が過度なものとならないよう配慮し、部活動が持続

可能なものとなるよう、合理的でかつ効率的・効果的に行われる必要があります。

２，学校としての部活動の考え方

釧路市立学校における部活動の方針（令和６年１月改定）に則り、釧路市立鳥取西中学校では、

心身ともに成長の著しい中学生期に相応しい適切な指導を計画的に行うとともに体罰や暴言、ハラ

スメントを根絶した安全な指導を行います。また、顧問のみならず、地域の外部人材などを活用する

ことにより、指導体制の充実を図ります。

３，基本方針

(１) 設置する部活動（令和６年４月見込）

サッカー、女子バレーボール、男子バスケットボール

女子バスケットボール、陸上、柔道、アイスホッケー、男子ソフトテニス

女子ソフトテニス、吹奏楽、茶道、美術

(２) 設置する同好会（令和６年４月現在）～ありません（令和５年度～体操）

(３) 部活動に関する相談・要望窓口

(４) 活動時間及び日数

①平日の活動時間は長くとも２時間程度、学校の休業日（学期中の週末を含む）は３時間程度とす

る。（活動時間は１８時までとし、後片付けをして１８時３０分には全員が下校する。）週当たりの

活動の上限を11時間程度とする。

なお、活動場所で測定した暑さ指数（WBGT）が３１℃以上の場合、原則として活動を行わない。

②各部の顧問は、毎月の活動計画を作成し、生徒・保護者に知らせる。また、各部で作成した活

動計画は、部活動黒板に掲示する。また、毎月の活動計画（活動日時・場所、休養日及び大会

参加日等）、大会要項を校長に提出する。また、年間の活動実績（活動日、休養日等）について

記録する。校長は各部の活動について必要に応じて指導・是正を行う。

③学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける（平日は少なくとも１日、土曜日及び日曜日（以下
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「週末」という。）は、少なくとも１日以上を休養日とする。週末または祝日に大会参加等で活動し

た場合は、休養日を他の日に振り替える。）

また、学校閉庁日は休養日とし、休養日の設定に当たって、道民家庭の日（毎月第３日曜

日）は、可能な限り休養日とするよう努める。

(注)「大会参加等」とは、開催要項が整備されている大会やコンクール及び、それらと関係して実施され

る活動とする。なお、開催要項に基づく公式練習はこの範囲に含まれる。

※休養日は、１年を５２週と考え、年間の累計で１０４日以上とすること。平日、週末の休養日をそ

れぞれ５２日以上とすること。

④長期休業中の休養日の設定は、学期中に準じた扱いを行う。また、生徒が十分な休養を取るこ

とができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことができるよう、ある程度の長期の休業

期間（オフシーズン）を設ける。

⑤定期テスト、標準学力検査、学力テスト、全国学力・学習状況調査の３日前は、原則部活動を

停止とする。

⑥入学式前日・当日、卒業式の前日・当日、学校祭の前日・当日は部活動を停止する。

⑦校内体育大会・球技大会・遠足の当日、宿泊研修・修学旅行の行事に関しては該当学年にお

いて前日～回復休業日は部活動を停止する。

⑧部員が問題行動を起こしたり、部活動規則を守れなかったりした場合については、顧問や部活

動委員会の判断により、活動停止とすることがある

⑨部活動の校舎使用については、別紙「部活動の校舎使用について」によるものとする。

⑩その他、以下の場合は活動を停止することがある。

・流感などの流行期、予防期間

・風雨や降雪の激しいとき

・指導者やそれに代わる者が不在のとき

・やむを得ない理由の場合（不審者など）

(５) その他

①入部と退部については別紙「部活動規則」によるものとする。

②部活動における決まり・心得は別紙「部活動規則」に掲載。

４，指導・運営に係る体制について

(１) 顧問・指導者の設置について

①生徒や教師の数等を踏まえ、適切な数の部活動を設置する。部活動の統廃合に当たっては、校

内のガイドラインに則って行う。

②長時間勤務の解消解消を図るため、部活動ごとに複数の顧問を配置できるよう体制を整える。ま

た、教員のほか、部活動指導員や外部指導者も活用する。

(２) 顧問・指導者の身分

①部活動は、教育課程外の活動であるため、原則として、教師は必ずしも指導者となるものではな

いことを保護者に周知し理解を得る。

②部活動の指導において、その種目を専門に経験してきているわけではないことを保護者に周知し

理解を得る。

(３) その他

①障がいの有無などに関わらず生徒が参加しやすいよう工夫や配慮をする。

②部活動の地域移行を見据え、地域との連携を深める。

③合同チームにおける練習について、移動時間については練習時間に含めないが、バランスのとれ

た生活を送ることができるよう配慮する。


